
女性の学び直しのためのデジタル講座 【唐津市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ４４１ 千円

交付金額 １９７ 千円

事業番号 ①

・令和２年度の国勢調査で、唐津市の人口は転出超過となっており、その一因と
して市内の就労場所の不足や低賃金があると考えられる。市では、ＩＴ関連企
業の地方への関心が高まっていることや、若者の就職ニーズが高いと思われること
から、ＩＴ関連企業誘致に取り組んでいる。
・デジタル活用能力が埋もれている女性が一定数いると見込まれるが、技術の取
得に関する意識啓発とともに、女性自身の就労への意識を高めることも課題であ
る。家庭の中で家事や育児を担う事が多い女性にとって、デジタルスキルを習得す
る事は、時間的・経済的に容易ではない。
・柔軟な働き方ができるようデジタルスキルの習得を目的とした講座を開催するなど、
デジタル分野での活躍を支援することが必要である。

・女性の職業生活上の意欲向上に貢献できたと考える。
・今後も受講者が、情報収集やアイデア出し、情報発信等で学びの効果を発
揮し、周囲に影響を与えることで、市内企業・産業の活性化にもつながっていくと
考える。
・受講後に学んだIT技術を活用している人の割合81%
・活用している人で効果を感じている人の割合92%

・仕事に役立つデジタル技術の学び直しを希望する女性（20人程度）を対象に、
デジタルスキルの習得を目指した講座（2回）を開催した。
・講座は、実際にパソコンを使いながら、職業上での活用場面を例示するなどし、
実践的な内容とした。資料は、後日受講者１人で見直しても分かりやすいものと
し、実務上での定着が図られるようにした。また、後日でも質問を受け付け、実務
上でのつまづきへのフォローアップを行った。
・理解に不安がある人へは、市内専門学校の無料講座への参加やハローワーク
等で実施するIT関連講座などの情報を提供し、IT技術を活用した就労への関
心を高めた。
・ハローワークの求人情報やカウンセリング情報、キャリア形成情報、また起業に関
する相談窓口の情報提供などを行い、女性の就業状況に合わせた情報活用や
頼れる場所の案内を行った。

唐津市男女共同参画推進協議会委員構成団体、ハローワーク唐津、佐賀キャ
リア形成・リスキリング支援センター

市内誘致IT企業では、事業が軌道にのるまでは即戦力となる中核的なIT人材
を募集しており、より専門的な技能が求められたため、今回はマッチングには至ら
なかった。一方、求職者向けや企業向けのIT人材育成講座は、ハローワーク等
主催講座や無料オンライン講座などで、ある程度整備されている状況である。引
き続き、柔軟な働き方ができるIT分野への女性の能力活用について効果的に情
報発信し、学生や企業、女性自身への理解を広げるとともに、高等教育機関と
の連携や人材を育てる環境づくりを行っていく必要がある。
また、就業中の女性のIT技能向上の研修機会が少ない可能性が見られたため、
今後は市内企業での研修についても検討する必要がある。

目標・KPI 目標 実績 達成率

事業
目標

「ﾜｰｸ・ﾗｲﾌ・ﾊﾞﾗﾝｽ（仕
事とﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄのバﾗﾝ
ｽ）が取れている」と感じ
ている人の割合を増やす

40％
（アウトカム）

38.5％
（R７年度）

96.3％

事業
KPI

就労に結びつける
1件
（アウトカム）

0件 0％



事業の概要

唐津市女性の学び直しのためのデジタル講座

デジタルの活用が限定的だった女性に対し、就業に役立つデ
ジタルスキルを身につけ、就労意欲を高めたり、効率的な働き
方を身につけ、育児や介護などのライフステージや生活スタイル
に応じた柔軟な働き方の選択肢を増やしたりしてもらうための
講座を実施するとともに、キャリアプラン支援情報を提供した。

デジタル講座

対象者：市内在住または在職女性
場所：唐津ビジネスカレッジ

①実務編
令和８年１月２８日（水）１０：００～１６：００
参加者：１５名
実施内容：AIの基礎（ルールと使い方）、AIを使った資料作成、

 会議準備から進行までの困りごと解消
②広報編
令和８年２月１８日（水）１０：００～１６：００
参加者：２０名
実施内容：SNSのルール、Canvaを使った魅力的な投稿、SNSを

使った集客のコツ

フォローアップ

・講座後質問対応件数：３件

・他IT講座の紹介

→ハローワークのIT講座への申
し込み １件

STEP１ セミナー受講

日々進化している、就業に役立つデジタル技術について、
実践的に学び直す。

STEP２ 実務での活用

分かりやすいテキストの提供や活用後のつまづきのフォロー
アップにより、スキルの定着を図る。

STEP３ 女性の自信獲得と地域活性化

就労意欲や自身のキャリアへの関心を高める。デジタル技
術を仕事で活用する女性が増えることで、情報収集やアイ
デア出し、魅力的な情報発信ができるなど、地域産業の
活性化につながる。

キャリアの棚卸し・相談等

求職者、就業者、個人事業主向けの情報収集方法や
相談支援体制を紹介。

結果・実績

目標・KPI 目標 実績 達成率

事業
目標

「ﾜｰｸ・ﾗｲﾌ・ﾊﾞﾗﾝｽ（仕
事とﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄのバﾗﾝ
ｽ）が取れている」と感じ
ている人の割合を増やす

40％
（アウトカム）

38.5％
（R7年度時
点）

96.3
％

事業
KPI

就労に結びつける
1件
（アウトカム）

0件 0％

・学んだ内容を「活用できる」と回答した人：①実務編100％②広報編69%
・実際に活用している人（事後アンケート回答者中）：81%
・活用している人のうち効果を感じている人：92%
（アイデアの広がり、仕事効率化、分かりやすい資料作り・魅力的なチラシ作り等）
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